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に

）の到達点

本稿の目的は

おける制度の生

関係を表すゲー

に基づいた一連

社会関係が経

１

，ゲーム理論の枠組みを用い

成・維持に社会関係が影響を

ムとが連結（ ）されると

の研究を概観し，そうした分

済関係に影響を与えており

はじめに

て，あるゲームの解を制度と

与えるという状況を，社会関

いうことで示し，このような

析枠組みの持つ意義を明らか

，そうした認識のもとで経済

して捉え，経済関係に

係を表すゲームと経済

問題意識と分析枠組み

にすることである。

関係における制度の生

成・維持を考察

（ ）は，「行

ひとつである」

ゲーム理論の

た。問題は，ゲ

かである。この

ー，ルール，均

する必要があるということ

為と制度が社会関係にいかに

（ ）と指摘している。

発展は，経済学において制度

ーム理論の枠組みにおいて，

点について，青木（ ）は

衡の３つの立場があり，「ど

は以前より強調されてきた

影響されるかは，社会理論に

の生成・維持の分析に関する

制度を分析するのに際し，制

，制度のゲーム論的解釈とし

のような制度の定義を採用す

。例えば，

おける古典的な問題の

新たな方法をもたらし

度をいかに捉えるべき

て，ゲームのプレイヤ

るかは正誤の問題では

なく，分析目的

「制度とは

持的システム

縮約して表現

略選択に関連

に依存している」（ ）とし

，ゲームがいかにプレイされ

である。その実質（

したもので，ドメインにおけ

あると認知される。そのよう

（ ）

たうえで，以下のように定

るかにかんして，集団的に共

）は，特定の均衡経路の際立

るほとんどすべての経済主体

なものとして，制度は経済主

義している。

有された予想の自己維

った，不変的な特徴を

によって自分たちの戦

体たちの戦略的相互作



用を自己拘

選択によっ

によ

束的に統治（ ）する一

て再生産される。」（青木（

る制度の生成・維持 展望（野村

方，不断に変化する環境のも

） ）

）

とで彼らの実際の戦略的

すなわち，

が可能になる

合致している

このような

ームの枠組

挙げられる

繰り返しゲー

制度を均衡として捉えること

。したがって，制度をあるゲ

といえる
）
。

問題意識と分析枠組みに基づ

みを用いて考察したものとし

。 （ ）は，囚人の

ムを用いて，社会規範が効率

によって，制度の生成・維

ームの均衡と定義するのが

いて，社会関係が経済関係

て， （ ）をはじめ

ジレンマ的状況に関するラン

的な結果の維持に如何に機

持を内生的に取り扱うこと

，ここでの分析目的に一番

に与える影響を繰り返しゲ

としたいくつかの研究が

ダムマッチングでの２人

能するかを考察している。

各主体が自

ことを示した

できるメカニ

（ ）

ムにおいて，

また

社会規範と行

ることを示し

身の経験しか観察できない状

上で，その均衡がノイズに対

ズムが存在するなら， 健

（ ） （ ）は

ノイズやコミュニケーション

動基準が重要な役割を果たす

ている。

況でも，

して脆弱であることを指摘

性のある均衡が達成されるこ

， （ ）を拡張する

が果たす役割を考察してい

（ ）は，共通知識を想定で

ことで協力的な均衡，すな

で協力が達成される

し，取引相手の履歴を識別

とを示した。さらに，

ことで，このようなゲー

る
）
。

きない大規模な社会でも，

わち１つの制度が導かれう

これらの諸

ている。しか

ぼす状況を想

より詳細な分

いる状況を

た諸研究の枠

このような

研究は，各主体がある行動を

し，社会関係が経済関係に一

定するほうがより現実的であ

析は，両方の関係をゲームと

想定することで可能になる。

組みを包摂しうる。

枠組みは，青木（ ）にお

選択することを促進してい

方的に影響するとは必ずし

る。したがって，社会関係

して記述した上で，各プレ

加えて，この枠組みは，

いて「連結されたゲーム」（

る社会規範を外生的に与え

も言えず，相互に影響を及

が経済関係に与える影響の

イヤーが両ゲームに属して

（ ）をはじめとし

）と呼ばれてい

る。

ームから得ら

ゲームの間で

における行為

補完性」）を考

な関係が，制

になるという

とは，複数のゲーム的状

れる効用を最大化すると想

戦略的に行動の選択をコー

が他のゲームにおける制度に

察している
）
。そこで示されて

度に 健性をもたらし，

ことである。このことは単独

況に直面している各プレイヤ

定されるものである
）
。青木（

ディネートする状況（「制度化

よってパラメータ的に影響

いるのは，現実の経済にお

という枠組みによっ

のゲームに外生的な規範を

ーが，そうした複数のゲ

）は，各主体が複数の

した連結」）や，あるゲーム

を受けている状況（「制度的

いて，諸制度の相互依存的

て，そうした考察が可能

与えるという枠組みでは捉

えることはで

本稿では，

影響を考察し

社会関係に内

し，そうした

ものとして

きないものである。

以下，この枠組みを用いて経

た一連の研究の流れ（

在する「社会資本」が，各主

行動の結果としてある制度が

（ ）が挙げ

（ ）

済関係における制度の生成

（ ） （

体が経済関係においてある

もたらされる。このような

られる。 （ ）は社

・維持に社会関係が与える

））を見ていく。そこでは，

行動を選択することを促進

社会資本の機能を考察した

会資本を以下のように定



義している
）
。

「社会資本
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はその機能によって定義され

学（第 巻・第３号）

る。それは単一の実体ではなく，さまざまな異なる

実体の集合体

し，（第２に）

とを促進する

る。それは，

）
）

（

であり，２つの要素を共有し

その構造に属する諸主体―諸

。…他の資本形態とは異なり

諸主体自身にも，物的生産

）による社会資本の定義は

ている。（第１に）社会構造の

個人であれ諸企業であれ―が

，社会資本は諸個人の諸関係

手段にも宿るものではない

，各主体がある行動を選択す

いくつかの側面を構成

ある行動を選択するこ

からなる構造に内在す

。」（ （ ）

ることを促進すること

と，諸個人の諸

会関係に内在す

深く関わってい

前述の諸研究

る結果を導出し

について詳しく

どのような意義

関係に内在することという２

る社会資本が，経済関係にお

ることがわかる。

がどのような社会関係と経済

たのかを，２節では

見ていく。４節において，そ

を持っているかを示す。５節

つの側面によって特徴付けら

いて影響を与え，経済関係で

関係を想定し，どのように社

（ ）について，３節で

うした分析結果を検討し，

で，まとめとこれからの課題

れる。したがって，社

の制度の生成・維持に

会資本を捉え，いかな

は （ ）

の枠組みが

について述べる。

（

ているが，それ

「経済的取引が

２

）は，「協力的な社会関係

に対する満足のいく厳密な

埋め込まれている社会関係が

（ ）の分析概要

が経済関係での協力を促進す

理論的説明が不足している」

果たす重要な役割に目を向け

るという考えは定着し

（ ）こと，および，

ていない」（ ）とい

う従来の新古典

枠組みを用いて

（

ースを考察する

分離可能な効用

のようなものを

雇用を必要とし

派経済学への批判を念頭に，

分析している
）
。

）は，複数のゲームから

ことから出発する。各主体は

関数を最大化すると仮定す

念頭に置いた「社会ゲーム」

ている「経済ゲーム」が想定

社会関係が経済関係に及ぼす

得られる各期の利得の割引現

，時間を通じて独立であり，

る。 （ ）では，

と，ある組織が２人で行うチ

されている。そして，社会関

影響を の

在価値を最大化するケ

各期のゲームにおいて

共同体内での相互扶助

ーム生産のために新規

係を共有している者を

雇用すること，

響を考察してい

各主体が有す

記述され，各ス

利得行列に示す

すなわち社会ゲームと経済ゲ

る。

る長期的な社会関係は，対称

テージで，各主体は｛協力

通りである。ただし，その大

（ ）

ームを連結させることがチー

的な無限繰り返し「囚人のジ

，非協力 ｝の戦略を持つ。

小関係は かつ

ム内の協力に与える影

レンマ」ゲームとして

各期のゲームは表１の

である。
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表１

る制度の生成・維持 展望（野村

社会ゲームの利得行列

）

長期的な生

のジレンマ」

を得る。各ス

は表２の通り

産関係も，チーム内のモラル

ゲームとして記述される。組

テージにおける戦略集合は

である。ただし，その大小関

ハザードの存在により，対

織はチーム生産において協

｛働く（ ），働かない（ ）｝で

係は かつ

称的な無限繰り返し「囚人

力が達成された時のみ利益

あり，ステージ毎の利得

である。また，

両ゲームにお

なお，考

いて，各主体は共通の割引因

表２

察する解として，トリガー戦

子 を持つ。

の経済ゲームの利得行列

略によってもたらされる対称的な定常均衡（

以上の想定

見ていく。は

社会関係では

が達成される

）に焦点が絞られる
）
。

の下で，社会関係での協力的

じめに，生産関係では，逸脱

，その逆と仮定する。つまり

ので，

行動が生産関係での協力を

による短期的な利得が協力

，生産関係では協力が達成

どのようにもたらすのかを

による期待利得を上回り，

されず，社会関係では協力

と表される。

），

となる。

（ ）において，「社会資本

すなわち協力による純利益と

」は，社会関係における執行

定義される。それは によ

力の余力（

って表され， 式より，

これら２つ

本を生産関係

れうる。つま

式より，

のゲームが連結された時（組

に移転することで，単独では

り，社会資本が，経済ゲーム

（ ）

織によって社会関係を共有する

協力が達成されない経済ゲ

で協力することの純損失を

者が雇用された時），社会資

ームにおいて協力が達成さ

上回れば，すなわち 式と



が満たされれば

次に，

の有している効

立命館経済

，両ゲームでトリガー戦略が

（ ）は，連結前に十

用関数の形状如何によって，

学（第 巻・第３号）

選択され，協力が達成される

分な社会資本が存在しない場

組織は社会関係を共有する者

のである。

合でも，各プレイヤー

を雇用することで協力

を達成できる場

る。各期の効用

に関して限界効

は，別の変数

用の割引現在価

の社会関係，生

合があることを指摘している

水準は，それぞれのゲームか

用は非逓増で，両変数に関し

の減少関数となる。効用関

かつ が成立

値である，

産関係からの利得である。

。想定されている効用関数は

ら得られる各期の利得を変数

て凹関数となっている。加え

数を とし，偏導関数

している。したがって，各プ

を最大化する。ただし，

，次のようなものであ

として決定し，各変数

て，各変数の限界効用

を下付添字で表すと，

レイヤーは，各期の効

は，それぞれ 期

両ゲームが連

が成立して

および社会資本

両ゲームで同時

罰は相対的に強

協力による便益

り低い限界効用

結されている場合，それぞ

いるため，経済ゲームから利

の価値は変化する。また，逸

に行われることになる。代替

いものとなる。なぜなら，そ

はより高い限界効用で測られ

で測られることになるからで

れのゲームからの利得が代替

得を得ることによって，社会

脱に対する懲罰が両ゲームで

的な利得のもとでは，両ゲー

うした懲罰によって失うこと

，逆に，両ゲームでの逸脱に

ある。したがって，社会ゲー

的，すなわち

ゲームでの利得の評価

なされるため，逸脱は

ムで同時に行われる懲

になる各関係における

よる短期的な便益はよ

ムと経済ゲームの利得

が効用関数にお

おける協力を促

（

状況では阻害す

いて代替的であるなら，社会

進しうるのである
）
。

３

）は，「なぜ社会資本が

るのか」（ （ ）

資本がゼロであっても，両ゲ

（ ）の分析概要

ある状況では経済のパフォー

）という問題を念頭において

ームの連結は両関係に

マンスに寄与し，別の

，社会関係が経済関係

に及ぼす影響を

よる経済交換を

「社会ゲーム」

察している
）
。

合い ，

社会で異なる機

の枠組みを用い

「経済ゲーム」，その社会内

と想定し，ネットワーク内で

人からなる社会が想定され

つまり社会の複雑性によって

能を担う可能性が高くなる。

て分析している
）
。そこでは，

に存在する社会ネットワーク

行われる経済取引にネットワ

，その社会における経済交換

特徴付けられる。 が大きく

また，失業はないと想定する

社会における各主体に

における社会的取引を

ークが及ぼす影響を考

のあり方は，分業の度

なれば，各個人はその

。

その社会にお

ングする２人繰

ただし，その大

｝である。ま

ける経済ゲームは，囚人のジ

り返しゲームである。各ステ

小関係は かつ

た共通の割引因子

（ ）

レンマ的状況においてプレイ

ージゲームは，表３の利得行

であり，各主体の

を持つ。

ヤーがランダムマッチ

列によって示される。

戦略は，｛協力 ，逸脱
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の経済ゲームの利得行列

）

各主体は，

とができる。

と繰り返し

ームが繰り返

各期， に応じて決まる特定

ここでは経済交換を一般的に

ゲームを行うという長期的な

されるだけになり，そこでは

のニーズを満たす取引相手を

取り扱っているため，各主

取引は原則として行われない

逸脱が支配戦略となる。

，取引費用なしで探すこ

体が必ずしも決まった相手

。つまり， のゲ

次に， 人

ットワークは

内の社会ゲー

れる。各主

である

このネット

情報は確率

かつ

，プレイヤーおよびプレイヤ

ムは，表１の利得行列で表さ

体の戦略は｛協力 ，逸脱

。また共通の割引因子

ワーク内では各主体の履歴に

においてのみ信頼で

で構成される社会ネットワー

ー間の情報の集合と定義さ

れる繰り返し「囚人のジレ

｝であり，利得の大小関係は

を持つ
）
。

関する知識が利用できると

きるとされ，それはネットワ

クが想定される。このネ

れうる。このネットワーク

ンマ」ゲームとして記述さ

かつ

想定される。しかし，この

ークのサイズ とネッ

トワーク内の

くなれば信

いる。したが

，発覚しな

することは

と定義してい

ネットワー

価値が逸脱の

情報技術 に依存してい

頼性は下がると仮定する。つ

って，逸脱した次の期に，逸

い確率は である。また

ないとされる。 （ ）

る。

クが維持されるのは，つまり

それを上回る時，すなわち，

る。 が大きくなれば情報の

まり， か

脱の発覚によってネットワ

，逸脱した次の期に発覚しな

は，このことを「コミュニ

社会ゲームが自己拘束的と

信頼性が上がり， が大き

つ が成立して

ークから排除される確率は

ければ，それ以降に発覚

ケーション制約」（ ）

なるのは，協力の割引現在

が満たされる

となる。

情報技術

時である。したがって， 式

は， の減少関数で，

は，情報の信頼性 を上

より，ネットワークにおけ

および の増加関数で

昇させることで，執行力の余

る執行力の余力 は，

ある。ゆえに，よりよい

力 を高める。また，

ネットワーク

を減少させる

社会ネット

（

（ ）と定

社会資本の

サイズ の増大は，情報

。

ワークの存在は，社会ゲーム

）は，「社会資本」を「社会

義する。

存在は，ネットワーク内の諸

（ ）

の信頼性 を低下させるこ

で協力が維持されているこ

ネットワーク内で協力的に振

個人の特定化および履歴情

とで，執行力の余力

とを意味する。そこから，

舞っているという評判」

報の利用が可能であること



を意味する。ネ

になる

ームで記述でき
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ットワーク内の諸個人間で

経済ゲームが，無限繰り返

る社会ゲームと経済ゲームが
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経済ゲームが行われることに

しゲームに変換可能となる
）
。

連結している状況となる。よ

よって，社会全体では

つまり無限繰り返しゲ

って，ネットワーク内

で経済ゲームを

この意味におい

り，「社会ネッ

資産となる」（

ただし，社会

ットワーク内で

雑性に応じて諸

行うことで， を利用でき

て，社会ネットワークは「情

トワークが必要な情報を提供

（ ） ）のである。

資本の利用によって経済ゲー

の経済取引は，規模と範囲に

個人のニーズは多様化すると

，経済ゲームにおいても協力

報媒体（ ）」

することで，評判が経済ゲー

ムで協力が達成されるとは限

おいて制限されるからである

想定される。また，ネットワ

の均衡を達成しうる。

として機能する。つま

ムにおいても価値ある

らない。なぜなら，ネ

。ここでは，社会の複

ーク内の複雑性は社会

全体のそれと比

されない状況が

チング（

よって表される

である確率であ

したがって，

り，複雑性

較して相対的に小さくなる。

発生する。つまり，社会の複

）の確率は低下するの

。 は，ネットワーク

る。その時の利得は であ

かつ とされる。

ネットワークサイズ が

が増せば，所与のネットワ

したがって，ネットワーク内

雑性が上昇すれば，ネットワ

である。このことは確率

内での取引が次善のマッチン

り， 時の利得

大きくなれば低利得（

ークサイズでの低利得の確率

で全てのニーズが満た

ーク内での最適なマッ

を定義することに

グ（ ）

との大小関係は，

）の確率 が下が

は上がる。ネットワー

クが社会全体に

かつ

と定義している

情報的連結を

である。したが

よって構成されていれば，

が成立している。

。

伴った経済ゲームが自己拘束

って，情報的連結を伴う経済

低利得の確率はゼロになる。

（ ）は，このことを

的になる条件は，

ゲームにおける執行力の余力

つまり，

「複雑性制約」（ ）

は 式より，

と表される。

会の複雑性

発展すればその

ぜなら の増加

注意すべきは

が自己拘束的で

は， および

が増せばその執行力の余力

執行力の余力は増加する。

は 両方を減少させるか

， ，すなわち社会ゲー

ない時でも，連結されたゲー

の増加関数で，

は減少し，ネットワー

ネットワークサイズ の効

らである。

ムにおける評判（社会資本）

ムが自己拘束的ではないとは

の減少関数である。社

ク内の情報技術 が

果は明白ではない。な

を利用した経済ゲーム

限らないことである。

なぜなら社会ゲ

ームの結果を考

体として機能す

ンティブ媒体

センティブ媒体

ームでの執行力の余力

慮して選択することになるか

るだけでなく，２つのゲーム

（ ）」としても機

として機能するのは，

（ ）

を経済ゲームに移転すること

らである。したがって，社会

のインセンティブ制約をプー

能するのである。しかし，社

の時のみであり，この

ができ，各主体が両ゲ

ネットワークは情報媒

ルすることで「インセ

会ネットワークがイン

条件が満たされなけれ



ば，たとえ

での協力を崩

によ

社会ゲーム単独で自己拘束的

壊させ，両ゲームにおいて非

る制度の生成・維持 展望（野村

であっても，両ゲー

協力均衡がもたらされる。

）

ムの連結は，社会ゲーム

以下では，

の概念を確認

して持つ一

る社会規範が

４

で，先述した一連の研究

する。そして，導出された

般性を検討する。 では，

経済関係に与える影響を考察

の枠組みの意義

における，社会関係および経

諸結果を比較し，

の枠組みが，

した一連の研究を包摂する

済関係の規定と社会資本

の枠組みが制度分析に対

（ ）をはじめとす

枠組みであることを指摘す

る。 では

来の経済学に

ここでは

こで導出され

まず諸概

， （ ）のいう

対する批判にどの程度応えら

（ ）と （

（ ）と

た結果を検討する。

念の確認を行う。第１に，社

「過小／過大社会化（

れているかを述べる。

）の到達点

（ ）の分析における諸

会関係の規定であるが，

）」という従

概念を確認した上で，そ

（ ）は，社会関

係を経済関係

は，ある社会

を挙げている

的な関係とし

規定されてい

第２に，

チーム生産に

おけるそれは

に対置するに留まり，厳密

におけるネットワーク関係と
）
。そこでの諸個人の割引因子

て捉えられることが指摘され

る。したがって，社会関係の

経済関係の規定において，

おけるチーム内協力という

，社会の多様性に応じた財取

には規定していない。これに

定義し，具体的には家族，

は，経済関係のそれとは区

ている。また，その安定性

規定はより具体化されてい

（ ）における経済

限定されたものであるのに対

引として規定されており，

対して （ ）

教会，近所，企業組合など

別され，一般的により長期

が規模と信頼性の観点から

るといえる。

ゲームは，ある組織での

し， （ ）に

経済取引一般を取り扱いう

るものである

第３に，

執行力の余力

で協力的に振

に

と，諸個人

（ ）の社

。

社会資本の概念に関しては，

」（ ）と定義している。こ

舞っているというプレイヤ

（ ）の社会資本の定義

の諸関係に内在することとい

会資本の定義は，その存在に

（ ）は，社会資

れに対して （ ）は

ーの評判」（ ）と定義して

は，各主体がある行動を選

う２つの側面によって特徴付

よって経済ゲームにおいて協

本を「社会関係における

，「社会的ネットワーク内

いる。すでに述べたよう

択することを促進すること

けられている。

力を促進しうるが，諸個

人の諸関係に

「評判」とい

力的な行動の

言える。ゆえ

実なものであ

次に，これ

どのように内在するのかは

う定義は，ネットワークの他

選択を促進するものである。

に，先述した （

るといえる。

らの諸概念を踏まえた上で

（ ）

考察されていない。これに対

の構成員に認知されることに

したがって，それは諸個人

）の定義の２つの特徴

，導出された諸結果を比較し

して （ ）による

よって初めて機能し，協

の諸関係に内在していると

を兼ね備えており，より忠

， の枠組みが



制度分析に対し

（

済関係の分析に

立命館経済

て持つ一般性を検討する。

）は，まず第１に，

適用することによって，「社

学（第 巻・第３号）

（ ）の

会資本」を社会関係における

枠組みを社会関係と経

協力の「余力」と定義

した時，正の社

会関係において

に，社会資本が

ムでの限界効用

生産関係におい

以上の内容を

に対して，社宅

会資本があれば，生産関係に

有している社会資本の移転に

ゼロであっても，各プレイヤ

が他のゲームでの利得上昇に

て協力が達成されうることを

示す具体例として，日本企業

を提供することで社会関係に

おいて，単独では協力関係が

よって協力関係が築けること

ーの効用関数が両ゲームの利

よって低下するという代替関

示している
）
。

における社宅が挙げられる

おけるゲーム的な状況を生み

築けない場合でも，社

を示した。第２に，仮

得からなり，あるゲー

係が想定されるならば，

。企業（組織）は従業員

出し，そこでの近所づ

きあいの中で形

社会資本を生み

な効用関数を各

よって，

本質的であるこ

案することが可

しかし，この

関係を説明する

成された社会資本が，生産関

出さなくても，生産関係での

プレイヤーが有していれば，

（ ）の結果にとっ

とがわかる。複数の繰り返し

能であるし，先述のような各

定式化は，社会関係が生産関

のに必ずしも十分な一般性を

係に移転され協力を生み出す

抜け駆けが社会関係における

生産関係において協力が維持

て，複数の繰り返しゲームが

ゲームが連結されるからこそ

プレイヤーの効用関数を定式

係に対してなんらかの影響を

有してはいない。既に見たよ

と考えられる。たとえ

立場を不利にするよう

されるだろう。

連結されていることが

，社会資本の移転を勘

化できるからである。

与えているという因果

うに，ここでの経済関

係は，組織内で

ながら，経済関

考えられ，必ず

規定されていな

うなメカニズム

（

れること，すな

のチーム生産として想定され

係には財取引のような形態

しも無限繰り返しゲームとし

いため，逸脱者が社会関係に

によって可能になるのかは考

）は，社会ゲームと経済

わち， の経済ゲー

無限繰り返しゲームとして記

も存在し，そうした関係は

て記述できるとは限らない。

おいていかにして制裁を受け

察されていない。

ゲームの連結によって，経済

ムが，社会関係と連結され，

述されている。しかし

の交換の場合も

また社会関係が明確に

るのか，それはどのよ

ゲームの構造が変換さ

社会資本の利用によっ

て無限繰り返し

とって本質的で

を意味しており

係の機能を規定

）は，ゲー

があることを指

加えて，情報の

ゲームに変換されることを

あった無限繰り返しゲームと

，より一般性のある経済関係

することで，社会関係から

ムの連結によってもたらされ

摘し，それぞれの機能を明確

信頼性がどのように規定され

指摘した。このことは，

して描写される経済関係とい

の分析を可能にすると考えら

経済関係への因果関係を明確

る効果には情報とインセンテ

にした上で，それらの複合的

るかを社会関係との関連で取

（ ）の結果に

う限定的な状況の克服

れる。さらに，社会関

にした。 （

ィブという２つの側面

な効果を考察している。

り扱っている
） ）
。

しかし，社会

クの拡大（縮小

こうした検討

ある。

ネットワークにおいて，なぜ

）による情報の信頼性の低下

の含意

から導かれる の

（ ）

各主体が協力的に行動するの

（上昇）のメカニズムも明示さ

枠組みに基づいた分析の意義

か，また，ネットワー

れていない。

は以下のようなもので



第１に，囚

いかにして

（ ）

によ

人のジレンマという状況にお

制度が生成・維持されるのか

をはじめとする，社会規範を

る制度の生成・維持 展望（野村

いて，いかにして協力が達

を分析することができる点に

外生的に扱い，それが効率的

）

成されるのか，したがって，

ある。このことは，

な結果をいかに導くかと

いう諸研究の

第２に，そ

のような影

つつ，経済ゲ

析枠組みは，

していること

単独では外生

発展の１つとして位置付ける

うした規範が，社会関係にお

響を与えるのかを考察するこ

ームにおける戦略を選択した

経済ゲームおよび制度が自己

，およびそうした認識の定式

的に与えられていると思わ

ことができる。

いてどのように生成・維持

とができる。各主体が社会関

結果，均衡としての制度が

完結的な存在ではなく，諸

化が可能なことを示してい

れる制度が， の枠

され，それが経済関係にど

係に（部分的に）規定され

生成・維持されるという分

関係との複合体として存在

る。すなわち，経済ゲーム

組みにおいては内生的に

決定されるの

く，経済関係

に

一般性のある

第３に，

係の生成・維

この点は，

（ ）

である。さらに，この枠組み

にどのように影響されるかを

（ ）をはじめとする諸研究

枠組みになっているといえる

（ ）の代替的な

持のメカニズムが，

（ ）の考察にお

では考察されていない。した

では，社会関係が，経済関

同時に取り扱うことができ

の発展としてではなく，そう

。

利得からなる効用に基づく考

の枠組みで考察可能であ

いて中心的には取り扱わ

がってより詳細な考察が必要

係に影響を与えるだけでな

る。したがって，それは単

した研究を包摂したより

察は，社会資本や社会関

ることを示唆している。

れておらず，また

である。

第４に，情

報およびコミ

いことが示さ

もたらされう

度分析に対し

れるのか，ま

必要である。

報およびコミュニケーショ

ュニケーションがうまく機能

れている。本稿において，経

ることを指摘した。したがっ

て重要な意義を持つといえる

た社会資本がいかにして共有

ンの重要性の提示である。

しない場合，社会関係の崩

済関係における制度が，社

て，情報およびコミュニケ

のである。ただし，なぜ社

され，受け継がれていくの

（ ）では，情

壊や社会資本が形成されな

会関係や社会資本によって

ーションに関する考察は制

会関係において協力がなさ

かについて，更なる考察が

このように

した上で，

（ ）は

題のひとつで

「過小／過大

と過小／過大社会化

は，所与の規範

より広範な分析を可能にする

，「行為と制度が社会関係に

ある」（ ）と指摘してい

社会化」という観点から批判

が経済関係に及ぼす影響を

枠組みであるといえる。既に

いかに影響されるかは，社会

る。そのような認識のもと，

を展開している。以下では，

考察した一連の研究を包摂

述べたように，

理論における古典的な問

従来の経済学に関して，

そうした観点から

の枠組

「（完全競争

ぜかという

経済学の文

みが制度の生成・維持の考察

（ ）は，「過小／過大社

的な状況を仮定できなければ）日

古典的問題が浮上する。

献では，これに対して２つの

（ ）

に対してもつ意義を検討する

会化」に関して次のように述

常的な経済的生活が不信や

答えが与えられるが，私は

。

べている。

悪事に満ちていないのはな

，その１つは人間行動とい



う概念を過小

会化という説

会的・政治的

立命館経済

社会化した答えであり，いま

明は主に新制度派経済学に見

な力学によって形成されると

学（第 巻・第３号）

１つは過大社会化した答えだ

られ，…この学派の一般理論

考えられてきた社会的制度や

と主張したい。過小社

は，法的・歴史的・社

装置は，むしろ経済問

題をより効率

（ ）

「他の経済学

な制度を配置

信用の起源を

道徳』の存在

的に解決する仕組みだと解

，訳出は，奥野（ ）

者たちはある程度信用が機能

しただけでは，暴力や欺瞞に

説明することが課題として残

が主張される。…

釈したほうがよいというもの

による）

しているはずだと考えている

完全に対抗することは難しい

されている。ときにその答え

である。」（

。なぜなら，さまざま

からである。しかし，

として『一般化された

しかし，経済

もない。それ

として要求す

訳出は，奥野

つまり「過

合理性だけに基

会構造のみによ

生活のなかで道徳的行動はけ

にもかかわらず，道徳を過度

るという意味で，過大社会化

（ ） による）

小社会化」とは，経済主体自

づいて行動すると仮定する

って決定され，諸個人はそれ

っして自動的に選択されるも

に強調する考え方はそれを普

の特徴を備えている。」（

身が埋め込まれている社会構

ものであり「過大社会化」と

ぞれ条件反射的に反応してい

のでも普遍的なもので

遍化され自動的な反応

（ ） ，

造を考慮せずに，経済

は，諸個人の行為は社

るに過ぎないとされる

ものである。

れた個人によっ

ットワークに密

という両極を拒

まれた制度，社

（ ）は，過小社会化と過大

て遂行されている」（ ）

接に埋め込まれており，そう

否するものである」（ ）

会的文脈に応じた経済的行為

の枠組みにおいて，各主体は

社会化の概念ではともに，

が，実際には「ほとんどの行

した主張は人間行為の過小／

という。このような認識に基

に関する考察の必要性が主張

自身の持つ社会関係を考慮し

「行為と決定が原子化さ

為は諸個人の関係のネ

過大社会化された見解

づいて，社会に埋め込

されるのである
）
。

つつ経済的行為を営ん

でいる。この意

化といえる。ま

もその枠組み

（ ）のいう

経済関係におけ

ただし，以下

のは，協力によ

味において， （

た，社会関係の規定によって

で取り扱いうる
）
。したがって

「過小社会化」したモデルと

る社会規範の影響を考察した

に記述するような問題もある

る長期の便益が逸脱による短

）のいう社会的に埋め込ま

，経済が歴史や文化といった

， の枠組みで

いう批判に応えたものである

一連の研究にも該当する。

。 の枠組みにお

期の便益を上回るからであり

れた制度の１つの定式

要素に規定される側面

の分析は，

といえる。このことは

いて制度が維持される

，そうした計算が可能

なのは，プレイ

体が持つそのよ

好体系がいかに

こうした問題

て内生的に決定

関するアプロー

ヤーの効用が２つのゲームの

うな効用関数を導く選好体系

してもたらされるのかは明ら

の１つの解決方法は，選好体

されるようなモデルを構築す

チの１つとして，進化ゲーム

（ ）

利得からなるという前提があ
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